
 大口径の水道管路の漏水を発見できる技術
 断水することなく、人手を極力必要としない漏水量測定技術（機器）

大口径の配水管において、二点相関式漏水発見装置（制水弁等の２点間にセンサーを設置し、漏水位置を
探知する機器）や透過式漏水発見器（ヘリウムガスを水道管路内に注入し、漏水箇所からの地中に透過する
ガスを地上の検知器で検知することで、漏水位置を特定する機器）を用いて、漏水位置の特定を行ってはお
りますが、正確な漏水位置の特定に時間を要しており、より短期間で調査できる手法が必要です。
また、夜間最小流量測定法は、断水を伴うため、夜間も水の使用量が多い地域では調査が困難です。

配水小管及び給水管を対象に、「漏水の早期発見・早期修理」の基軸作業として
巡回作業（各戸調査・路線調査）や漏水量測定作業（夜間最小流量測定）等を実施
しています。また、大口径の配水管の漏水調査においては、老朽化に伴う漏水が散
見されていますが、調査手法が確立されていません。
【夜間最小流量測定法とは】
・区画内において、深夜帯に水を使用しない時間帯が発生することに着目した漏水量測定方法
・まず、調査を行う区画周囲の制水弁を閉め、他の区画からの水の流出が無い状態にする
・次に、区画量水器に設置した最小流量測定装置を経由して区画内に流れ込む流量を測定
・測定中の空き時間に記録された最小流量値を漏水量とみなす
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【区画概略図】
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二点相関式漏水発見装置、透過式漏水発見器を用いた漏水調査作業
夜間最小流量測定法を用いた漏水調査作業

東８ 不断水による漏水調査技術

1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

東京都

求める技術：⑧



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

水道施設の適切な維持管理においては、漏水を早期に発見し修理することで、事故を未然に防ぐ

取組みを進めていますが、それでも多くの漏水は、一般の方からの通報により対応しているのが実

情です。河川の水質事故では、ほとんどが関係機関からの通報となっています。

一方で、スマートフォンの普及により、漏水事故や水質汚染を疑わせるような写真が、驚くほど

のスピードでSNSに投稿され、拡散していきます。

漏水事故や水質汚染の情報がすぐに入手できれば、通報システムよりも迅速に被害箇所等を把握

することができます。

現在、一般からの通報を受けるシステムが開発されていますが、事前にアプリを登録するなどの

準備が必要で、情報提供者には限りがあるため、これと併用して、SNSのサイトを巡回し必要な情

報の収集と併せ、行政ネットワークとの連携が可能なシステムが望まれます。

 一般の方が、漏水や水質事故を通報し、地図情報に表示できるシステム

 SNS等のサイトを巡回し、給水区域内の漏水や水質に関する写真・位置情報の収集システム

 行政ネットワークとの連携により、水道事業者が整備している水道施設台帳との情報共有が

図れるシステム

神１ 漏水事故や水質汚染などの迅速な情報収集 求める技術：①⑧

神奈川県

1  課題を抱える業務の内容



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

災害対応業務では、水道施設及びその他インフラに係る被害情報の収集、応急作業計画の立案及びその実施が

迅速、かつ効果的に行われる必要があります。

特に巨大地震等の大規模災害時は、水道施設への被害が広範にわたり、かつ、他都市からの応援にも時間を要する

ため、応急活動にあたっては、限られた資源（人員、資機材）を最大限に有効活用する必要があります。そのため、

速やかに、水道施設及び他のインフラに関する被害情報や、市民の避難状況等の様々な情報を収集・分析し、最も効

果的な応急活動計画を立案する必要があります。

パトロールで発見した被害、お客さま等からの通報、関係機関の持つ情報、SNS上に掲載された情報等、市中か

ら様々な情報を収集・分析し、応急活動の意思決定を支援する「防災システム」を求めています。

 最も効果的な応急活動（復旧、給水）の作業計画案を自動で策定

【イメージ（案）】

 道路交通情報（通行可能状況等）より、応急活動現場まで最速となるルートを抽出

 管路被害状況、断水状況及び復旧作業従事可能人数等より、復旧効率が最大で、復旧日数が最短となるよう応急復旧計画を策定

 避難所への避難者数、断水状況及び道路交通情報等より、一人当たりの給水量が最大となるような応急給水計画を策定

４ 技術の導入により代替が期待される業務
①被害状況の収集（現状 1/2500図面上に書込み）

②災害現場対応で認知した被害情報の局内共有（現状 電話やFAXを利用した本部対策機関への連絡）

③被害状況のとりまとめ及び報告（現状 被害状況を行政区ごと等に集約して件数を報告）

④応急活動計画（応急復旧、応急給水）の策定（現状 個別被害ごとに応急復旧、応急給水計画を策定し優先順位

を判断）

名９ 災害対応業務のデジタル化及びAIの活用 求める技術：⑧

名古屋市

1  課題を抱える業務の内容



3 こんな技術を求めています！

2 課題の詳細

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

配水量分析が詳細にできないため、配水量が増加した際に漏水エリアを特定しにくい状況にある。また、地

震等の災害により、被災した場合にも、管網の監視地点が少なく、管網全体の状況を把握しにくい状態にある。

これから、老朽化した水道管が増加するため、効率的な監視体制が必要。

配水量・水圧・漏水音・濁度色度等の管網監視データを一体的に管理するシステムで、収集・分析・学習し、

警報や注意情報を提示する技術。管網全体の監視状況を地図情報で視覚的に把握できるアウトプットとし、得ら

れた情報から広域被害の状況を整理し表現し、被害状況を演算し図示する技術。

監視に必要な機器が、手軽に現地に設置できる技術。（電力・通信の確保がしやすい、機器本体の設置がしや

すい等）

減圧弁２次側など配水小ブロック単位で流量が把握できていない。また、地震時やブロック化作業、大口径管

の切替作業時、施設運転調整時などに水圧を監視する場合に現場に人員を配置しなければ監視を継続できない。

これから、想定使用可能年数まで水道管を使用する予定だが、使用可能と想定した年数より早く漏水する可能性

が51％程度ある。よって、現状よりも漏水件数が増加する可能性が高いため、配水量・水圧・漏水音・濁度色

度の監視体制を強化していく必要があり、その監視やデータ分析について省力化が求められている。

水質毎日検査 、路面音聴による面的な漏水調査業務（個別漏水案件の詳細調査は代替不可を想定）

※配水量や水圧の把握や常時監視は、業務の代替ではなくリスク管理体制の強化に当たります。

約100か所/日（設置場所は移動しない） 面的漏水調査業務 約1400~2200㎞/年

静５ 水道管網の一体的な監視システム 求める技術：①②⑦⑧

静岡市

1  課題を抱える業務の内容



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

 高精度な漏水調査、劣化診断、劣化予測（劣化予測）、改築・改修工事の計画、水運用までの技術

想定される技術：AIによる漏水検知、劣化診断（劣化予測）、薬品投入技術 など

水道管の老朽化による更新需要の増大が要因で、改築工事や修繕工事の対

応、大雨等の風水害や地震に対する対策などに遅れが生じています。また、

水道管の漏水を調査できる熟練職員の不足により、管の破裂や漏水の頻度が

上がるなど、有収率の改善が図れていません。

静６ 有収率改善に向けた水道DXソリューション

水道DXソリューション概念図

管路の漏水調査（音聴調査）は毎年実施していますが、老朽化や劣化診

断・予測ついて詳細な把握ができていません。管の漏水調査・劣化診断（劣化

予測）・改築計画、また施設の送水圧力、流量、水質検査、薬品投入の作業を

自動化できれば、職員の作業量の大幅な軽減につながります。

2 課題の詳細

求める技術：①②⑦⑧

静岡市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

水運用計画、管・施設の監視や制御業務、漏水調査（音聴調査）、水質検査、薬品投入業務

漏水調査費：葵区 4,800万円／年、駿河区 4,900万円／年、清水区 4,900万円／年



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

福南4 急排空気弁からの微小漏水の検知

2  課題の詳細

求める技術：⑧

福岡県南広域水道企業団

当企業団においては、取水場で取水した河川表流水をポンプ圧送によ
り、導水管を経由して浄水場へ送っています。
当該導水管は口径φ1,000ｍｍ、総延長が約12.1㎞で、52基の急排
空気弁（φ150）を有しています。
原則として常時導水していますが、設備点検等の維持管理に伴い、年
に10回程度は数時間の導水停止を行います。その際、管内の圧力変動
で急排空気弁のフロートが動き、導水を再開した際に、原水中の砂等が
噛み込むことで、急排空気弁からの微小漏水が発生することがあります。

対策として、導水再開後に少し時間をおいて管路巡視を実施してい
ますが、漏水量によっては、道路表面に水が現れるまでにかなりの
時間を要することがあります。
そのため、夜間や休日等に緊急対応する場合があります。
また、管路巡視にもかなりの労力と時間を割かれています。

急排空気弁からの微小漏水をリアルタイムで検知することができるシステム



1  課題を抱える業務の内容

3 こんな技術を求めています！

浜３ 水道施設等における突発事故対応処理

2 課題の詳細

求める技術： ①⑧

浜松市

4  技術の導入により代替が期待される業務

5 事業規模・業務量

昨今の異常気象等（雷・風雨）の影響や水道管の老朽化により、水道施設の故障（電気系・通信
系・制御系）や漏水が発生するが、職員による復旧作業時に故障箇所や原因がわからないために対
処できない場合があり、対応に苦慮している。

 職員間での技術レベルやノウハウ、経験等にバラつきがあるため、故障や漏水への対応ができず、
迅速な復旧に支障がでる場合がある。

 施設異常発生時に各施設の設備（機器類）単位ごとに、故障箇所と故障内容を検知させ、その対
処方法についてシミュレーションなどの結果を元に推測し、表示させることにより誰でも適切か
つ迅速に復旧対応ができる技術。

 職員の初動対応（現地確認及び復旧対応の判断）

 施設の異常発生毎

 漏水事故発生時に職員の経験値から判断していた現場対応を、管網図や遠方監視等のデータから
ＡＩ等を活用し、水流方向や水量、漏水影響範囲等を予測し、サポートする技術。



1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

宇1 ＩＣＴを活用した流量・流方向の監視装置

2  課題の詳細

求める技術：②⑧

宇都宮市

水道管口径，制御所能力の適正化や管末放水量の抑制等による効率的な水運用を行う必要がある。
また，水道管路の維持管理では漏水の早期発見，早期修繕に取り組んでいる。

・水道管路の流量や流方向を確実に把握し，的確な配水コントロールを行うことで効率的な水運用に取り組みたい。
・有収率が低下しており，有収率向上に向けて配水量と漏水量を正確に把握し，効率的・効果的に漏水箇所の特定
を行いたい。

配水ブロックを設定し，そのエリアの流量・流方向・水圧等を新設の仕切弁ではなく，既存の仕切弁等を活用し
て遠隔で監視するシステム


